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里
さと

親
おや

家
か

族
ぞく

とは何
なん

でしょうか？
子
こ

供
ども

を世
せ

話
わ

してくれる親
おや

がいない場
ば

合
あい

，里
さと

親
おや

家
か

族
ぞく

とよばれる
別
べつ

の家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にくらすことがあります。里
さと

親
おや

家
か

族
ぞく

はその子
こ

の世
せ

話
わ

をし，その子
こ

が愛
あい

を感
かん

じられるように助
たす

けます！

ダイアナ・エブリン・ニールソン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）
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／
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・
ス
マ
ー
ト

夕
ゆ う

食
しょく

のお客
きゃく

さん
このお話

はなし

は，グアムでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ジョンは，里
さと

親
おや

のお母
かあ

さんが食
しょく

卓
たく

のじゅんびをするのを見
み

て
いました。お母

かあ

さんは空
あ

いている席
せき

に，ディーター・F・
ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

の写
しゃ

真
しん

を，飛
ひ

行
こう

機
き

の絵
え

と一
いっ

緒
しょ

にはりました。
「夕

ゆう

食
しょく

の時
じ

間
かん

ですよ！」お母
かあ

さんがよびました。
ジョンの里

さと

親
おや

家
か

族
ぞく

の妹
いもうと

のリディアがソファーから飛
と

び出
だ

しま
した。「もうおなかぺこぺこ！」
「ぼくも！」とジョンは言

い

いました。
お母

かあ

さんはジョンの車
くるま

椅
い

子
す

をテーブルのところまでおすと，と
なりの席

せき

に着
つ

きました。お父
とう

さんとリディアも席
せき

に着
つ

きました。
ジョンは夕

ゆう

食
しょく

にみんながそろっているのが大
だい

好
す

きでした。
お父

とう

さんが食
しょく

事
じ

のおいのりをして，お母
かあ

さんがチキンとご飯
はん

を
みんなに回

まわ

しました。「今
こん

夜
や

は使
し

徒
と

の一
ひと

人
り

について学
まな

ぶわよ」
とお母

かあ

さんは言
い

いました。そして椅
い

子
す

の写
しゃ

真
しん

を指
ゆび

さしました。
「だれだか知

し

っている人
ひと

はいるかしら？」
「ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

」とジョンが言
い

いました。
お父

とう

さんがうなずきました。「ウークトドルフ長
ちょう

老
ろう

を今
こん

夜
や

の
お客
きゃく

さんに選
えら

んだんだ。」
「あしたはわたしが選

えら

んでもいい？」とリディアがたずねまし
た。
「いいわよ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
ジョンはウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

について学
まな

ぶのが楽
たの

しみでした。
あと 2週

しゅう

間
かん

で総
そう

大
たい

会
かい

がありますが，ジョンの里
さと

親
おや

家
か

族
ぞく

には総
そう

大
たい

会
かい

にそなえるためのすばらしい伝
でん

統
とう

がありました。毎
まい

晩
ばん

，使
し

徒
と

を
一
ひと

人
り

選
えら

んでその人
ひと

について学
まな

ぶのです。お母
かあ

さんが使
し

徒
と

の写
しゃ

真
しん

を椅
い

子
す

にはります。そして家
か

族
ぞく

に，その使
し

徒
と

のけいれきや子
こ

供
ども

時
じ

代
だい

の話
はなし

をしました。
「ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

についてどんなことを知
し

っているかな？」
お父

とう

さんが聞
き

きました。
「あ，知

し

ってる！」リディアが言
い

いました。「飛
ひ

行
こう

機
き

を飛
と

ばせる
のよ！」と，椅

い

子
す

の飛
ひ

行
こう

機
き

の絵
え

を指
ゆび

さしました。
「そのとおり」とお母

かあ

さんが答
こた

えました。「使
し

徒
と

にめされる前
まえ

は，ドイツで飛
ひ

行
こう

機
き

のパイロットをしていたのよ。」
ジョンは手

て

で飛
と

ぶ動
うご

きをして，飛
ひ

行
こう

機
き

の音
おと

をまねました。
「ブーン！」
「ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

は子
こ

供
ども

のころに教
きょう

会
かい

に入
はい

ったんだ」とお
父
とう

さんが言
い

いました。「ジョン，君
きみ

と同
おな

じようにね。」
ジョンは写

しゃ

真
しん

を見
み

ました。ウークトドルフ長
ちょう

老
ろう

が自
じ

分
ぶん

のよう

な子
こ

供
ども

だったなんて，なかなか想
そう

像
ぞう

できません！
「日

にち

曜
よう

日
び

には教
きょう

会
かい

で特
とく

別
べつ

な仕
し

事
ごと

があったのよ」とお母
かあ

さんが言
い

います。「その教
きょう

会
かい

のオルガンは，音
おと

が出
で

るように空
くう

気
き

を送
おく

らな
くてはならなかったの。歌

うた

の間
あいだ

，ウークトドルフ長
ちょう

老
ろう

はオルガン
で賛

さん

美
び

歌
か

をえんそうできるように空
くう

気
き

を送
おく

っていたのよ。」
「きっと大

たい

変
へん

だったろうね」とお父
とう

さんが言
い

いました。「でも
ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

は音
おん

楽
がく

が大
だい

好
す

きだったんだ。お気
き

に入
い

りの
歌
うた

は『光
ひかり

となるように』だったんだよ。」
リディアはにっこり笑

わら

いました。「その歌
うた

はわたしも大
だい

好
す

き
よ！」
「ウークトドルフ長

ちょう

老
ろう

はわたしたちとよくにているところがあ
るわね」とお母

かあ

さんは言
い

いました。「ほんの数
すう

週
しゅう

間
かん

後
ご

には，ウー
クトドルフ長

ちょう

老
ろう

がすべての教
きょう

会
かい

員
いん

に向
む

けて話
はな

すのを聞
き

けるわよ。
イエス・キリストがわたしたち全

ぜん

員
いん

に聞
き

いてほしいと望
のぞ

んでおら
れるメッセージを分

わ

かち合
あ

ってくれるわ！」
夕
ゆう

食
しょく

後
ご

，お母
かあ

さんは写
しゃ

真
しん

を椅
い

子
す

からはがしました。そして，か
べにあるほかの使

し

徒
と

たちの写
しゃ

真
しん

のとなりにテープではりました。
総
そう

大
たい

会
かい

まで写
しゃ

真
しん

をはっておいて，お話
はなし

をする人
ひと

が分
わ

かるように
しておくのです。
ジョンはお父

とう

さんがお皿
さら

をあらうのを手
て

伝
つだ

いました。お父
とう

さ
んがあらって，ジョンがふきました。ジョンはお皿

さら

をふきなが
ら，かべの写

しゃ

真
しん

にほほえみかけました。
ジョンは使

し

徒
と

について学
まな

ぶのが大
だい

好
す

きです！ 大
たい

会
かい

でかれら
の話
はなし

を聞
き

くのが待
ま

ち切
き

れませんでした。●
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ジョンは 
使
し

徒
と

について学
まな

ぶのが 
楽
たの

しみでした。

夕
ゆ う

食
しょく

のお客
きゃく

さん

19015_300_Sep_2023_Friend_JPN_forPrinting.indb   1219015_300_Sep_2023_Friend_JPN_forPrinting.indb   12 2023/07/31   11:332023/07/31   11:33


